
■平成21年度総会報告

平成21年５月29日、KKRホテル札幌において、

会員56名の参加のもと、平成21年度青年技術士交

流委員会総会が開催されましたので、（遅ればせなが

ら）御報告します。

１）平成20年度活動報告

平成20年度の活動報告として、奈良幹事長より平

成20年度総会、テクニカルスクール（合意形成手法）

２回、テクニカルツアー、技術士の社会認知向上事

業（北海学園・旭川高専）のほか、幹事会等が行わ

れたことが報告されました。

引き続き川島会計幹事より、平成20年度決算報告

が行われ、活動報告とあわせて会場より承認を頂き

ました。

２）新委員長選出

第11期青年技術士交流委員会委員長として、樋詰

透技術士（建設部門）が会場からの推薦を受け、満

場一致で承認されました。

樋詰新委員長の青年技術士交流委員会及び第11

期の活動に関する所信表明（後述）の後、副委員長

及び幹事長・幹事が任命されました。

第11期の体制は表－1の通りです。

３）平成21年度活動計画

引き続き奈良幹事長より、平成21年度の活動報告

について説明がありました。

平成21年度の活動の柱として、北海道の技術に関

する講演会とテクニカルスクールを核とした研修会

を４回程度、平成20年度に引き続き技術系教育機関

での技術支援事業を２回程度実施することと、技術

士全国大会（仙台）への参加等の全国交流活動事業

を予定している、との報告がありました。

■春期講演会

総会後、平成21年度春期講演会を開催しました。

今回は、青年技術士交流活動（全国／北海道）に

ついての紹介と、北海道コカ・コーラボトリングで

のCSR活動をテーマとした講演会を行いました。

①講演「北海道コカ・コーラのCSR活動

～事業活動とはお役立ち競争～」

北海道コカ・コーラボトリング㈱より執行役員の

上島信一氏をお招きしCSR活動についてご講演い

ただきました。上島氏は、北海道コカ・コーラ一筋

に工場、人事、営業の分野を歩まれ、昨年より法人

営業部長として御活躍されております。

【講 演 要 旨】

長くみなさんに愛されている炭酸飲料、コカ・コー

ラ。昔は、ルートカーと呼ばれる清涼飲料を運ぶ専

用車両に積んで売り歩き、途中で取り合いになるほ

どよく売れ、工場ではビンが帰ってくるまで、ライ

ンを止めて待っていたほどでした。ところが、ある

時期から業績が下がり気味になってきました。「なん

で？どうしたんだ？」と言う間に、どんどん時間が

平成21年度総会開催 役員改選を行いました!

表－1 第11期青年技術士交流委員会体制

委 員 長 樋詰透（建設）

副委員長 松澤勝（建設）、大槻政哉（建設）、井上凉
子（建設）、田中真也（総監/農業）

幹 事 長 奈良照一（総監/建設）

幹 事 小澤直正（建設）、米川康（応用理学）、林
英雄（農業）、西村一郎（上下水道）、原田
哲郎（総監・上下水）、岡宣克（建設）、福
間博史（総監/建設/環境）、山本太郎（総監/
建設）、長谷川圭一（建設）、川島由載（総
監/建設）、佐光正和（総監/建設）、田中雄
太（総監/建設）、滝澤嘉史（建設）、川村力
（建設）、永田泰浩（総監/建設）、永井登茂
美（総監/建設）、山下誠一（建設）
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過ぎて行きました。

５年くらい考えて、たどり着いた答えが、「市場の

規模はそんなには変わらない、他社に流れているだ

けだろう。じゃあ、お客様に選ばれるようになろ

う!」ということでした。では、もう１回、選ばれ

直すには、どうしたらいいんだろう？ 社員みんな

で、いろいろ考えました。商品がいくらよくても、

公害を出したり、不正会計があるような企業では、

ぜったいダメだろう。われわれの商品は、いつもコ

ミュニケーションの場にあるよな。40年以上、飲み

続けていただいた道民の皆様の役に立とう! これ

らがCSR活動につながりました。

具体的な活動を挙げますと、自動販売機をいろい

ろな方面で活用しています。道の駅等では、自動販

売機のメッセージボードを活用し「おしらせ道ネッ

ト」として、観光情報を提供しています。

防災面では、防犯ほっとインフォメーションとし

て防犯広報、事件情報を提供することもできます。

また、災害時には、フリーベンドとして、無料で自

動販売機の中の飲料を提供できる機能をもったもの

もありますし、流通在庫を飲料備蓄の代行基地とし

て支援する協定を結んでいます。

環境面では、知床地区に設置している自動販売機

の売り上げ１本当たり１円を知床の環境保全活動へ

寄付する協定を結んでいます。金額は約百万円と多

くはありませんが、100万人からの気持ちをお届け

していると考えています。

～上島氏から技術士の皆様へのお願い～

今回、青年技術士交流委員会の講演ということで、

多くのエンジニアの皆様にお願いがあります。これ

からの企業にとって環境配慮意識は不可欠なもので

す。しかし、残念ながら環境配慮技術には、コスト

が高いものが多い。皆様には、民間企業が積極的に

導入できる低コストの環境配慮技術（特に下のもの）

を開発し、北海道コカ・コーラに教えていただきた

いので、よろしくお願いいたします。

【所 感】

事業活動はお役立ち競争、といったわかりやすい

視点からCSR活動の基本的な心構えと具体的な事

写真－1 講演する上島信一氏

写真－2 講演風景

低コスト環境配慮技術を望むもの!

・トラック等の業務用車両に関する技術

・照明、冷暖房等オフィス運営に関わる技術

・飲料の生産設備に関わる技術

・飲料容器に関わる技術

・省エネルギーをもとにした3Rに関わる技術

写真－3 講演会で配られたコカ・コーラ
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例を学ぶことができ、技術士でいう公益確保の責務

に繫がる、新しい「気づき」をいただいたと感じて

います。

講演依頼の打ち合わせに、北海道コカ・コーラを

訪問した際、特別に清田工場を見学させていただき

ました。僕のようなアラフォー世代は、小学生の頃、

見学させていただいた工場と比較し、数段進化した

設備に時も忘れて、つい見入ってしまいました。

工場でも様々な工夫がされており、チャンスがあ

れば、工場見学されてはいかがでしょう。

②紹介「青年技術士交流活動の紹介」

日本技術士会（本部）青年技術士交流実行委員会

の田村裕美委員長をお招きして、全国における青年

技術士交流活動の紹介して頂きました。平成21年度

の本部組織改変に伴う青年技術士交流実行委員会の

位置付けについて、また、国際交流やテクノツーリ

ズム等、全国における活動内容についての紹介があ

りました。

また田中副委員長からは、北海道の青年技術士活

動内容について、総会での活動報告を、写真等を示

すことでより具体的に紹介しました。

■意見交換会

講演会に引き続いて意見交換会を開催いたしまし

た。新たに合格された技術士、技術士補の方８名か

ら自己紹介や今後の抱負を語って頂きました。

また、会に参加された沢山の方々が、来賓として

ご出席いただいた田村委員長や北海道コカ・コーラ

の上島氏と懇親を深められていました。新たなビジ

ネスモデル構築を目指す？上島氏と何やら〝次"に

繫がる話をされていた方もいらっしゃったようで、

大変盛り上がった意義のある会となりました。

■新旧委員長より

【丹治旧委員長】

第10青年技術士交流委員会の委員長を務めさせ

ていただいた丹治です。本日の総会にて、第10期委

員長の大任を無事終えることができました。平成19

年度・20年度にわたる青年技術士交流委員会第10

期においては、道内技術士・技術士補の皆さんのご

協力とご支援のもと、多くの活動を青年技術士層か

ら発信させていただきました。

年々、技術士資格を持つ青年層の割合が増えるに

つれて、私たち青年技術士交流委員会の活動が、単

なる会員相互の資質向上や親睦にとどまらず、若い

次世代技術者を育むための支援や、社会における技

術士の認知度の向上等、課せられた役割が多様化し

てきたことを実感しつつ、取り組んだ２年間でした。

さらに、そうした活動に対する諸先輩技術士から

の期待や激励をひしひしと感じる２年間でもありま

した。その期待に十分に応えられたかどうかは皆さ

んのご判断に委ねたいと思いますが、次の世代にバ

トンタッチする時を迎えることとなりました。

第11期青年技術士交流委員会の体制については、

樋詰新委員長を筆頭とする役員・幹事で新たなス

タートをきることとなりました。

写真－4 意見交換会の様子

写真－5 丹治前委員長の挨拶
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今後、ますます青年層らしいフレッシュな視点で

活発な活動を続けていくことと思いますので、引き

続き皆様のご期待とご支援をよろしくお願いしま

す。

２年間にわたり、本当にありがとうございました。

【樋詰新委員長】

第11期青年技術士交流委員会の委員長に就任い

たしました、樋詰透です。

青年技術士交流委員会は、本日より第11期目のス

タートとなります。任期は１期２年ですので、前身

の「青年技術士協議会」を含めますと、20年間さま

ざまな形で活発な活動が展開されてきました。

現在当委員会は、日本技術士会北海道支部の実行

委員会に位置付けられており、「技術士の資質向上」、

「技術交流」、「社会貢献」といった目的のもと、年に

数回の講演会・研修会や勉強会を開催しています。

特に、「社会貢献」においては、「若手の技術者離

れ」と言われている昨今、いかに技術の大切さや楽

しさを実感してもらうか、また、いかに技術の重要

性を認識してもらうか、われわれ青年技術士交流委

員会のなかでも重要課題であると考えております。

皆様におかれましては、今後とも青年技術士交流

委員会の活動に際し、いままで以上のご指導やご協

力を賜りたいと共に、当委員会主催の講演会や研修

会に、積極的な御参加をいただければありがたいと

思います。

最後に、第10期青年技術士交流委員会を退任され

ました丹治前委員長をはじめ幹事の皆様、大変お疲

れ様でした。いままでのご活躍、本当にありがとう

ございました。皆様、今後ともどうぞよろしくお願

いいたします。

■おわりに

コンサルタンツ北海道の原稿〆切とタイミングが

あわず、総会及び春の講演会の報告が大幅に遅れて

しまいましたことをお詫びいたします。

既に第11期の活動はスタートしており、７月には

コーチングに関するテクニカルスクールが開催され

ております（グラビア・報告を参照）。

今後も様々な活動・事業を鋭意実施していく予定

となっております。新規メンバーも加わった第11期

の体制で頑張っていきたいと思いますので、今後と

もご支援をよろしくお願いします。

(文責：青年技術士交流委員会西村一郎・大槻政哉)

EPO（エンジニア･パーク･オンライン）のご案内

青年技術士交流委員会では、社団法人日本技術

士会会員及び技術士補を含む準会員、北海道支部

賛助会員全員を対象として、メーリングリスト〝エ

ンジニア・パーク・オンライン（EPO：エポ）"を

1998年（平成10年）12月１日より開設していま

す。2009年９月現在、590名の方が加入されてい

ます。

EPOに登録を希望される方は「①ご自身の氏名

と所属」、そして「②社団法人日本技術士会の会員、

準会員、北海道支部賛助会員」であること、「③メー

リングリスト登録希望」の旨を本文に書き、以下

のメールアドレスまでeメールを送ってください。

メーリングリストとは、メールを登録会員全員

に同報配信する仕組みで、特定のことがらに詳し

い人を探したり、講習会や行事等の案内、会員相

互の様々な情報交換に重宝なものです。メーリン

グリストEPOに関するお問い合わせについて

も、次のメールアドレスまでご連絡ください。

メーリングリスト申込用メールアドレス

seigikyo＠ipej-hokkaido.jp

※テキスト形式のみで受付けしています。

写真－6 樋詰新委員長の挨拶
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